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竹田新町長が就任
まちの話題
お知らせ　ほか
玉黄金

11 月号の主な内容第 52 回龍郷町駅伝競走大会

　11 月 12 日に第 52 回龍郷町駅伝競走大会

が町内で行われました。選手は 11 区間 34.6

キロのコースを駆け抜け、大勝校区は総合優

勝、Ｂクラス優勝と優秀な成績を残しました。

（大会結果は６ページ）
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任
期
満
了
（
平
成
29
年
11
月
９
日
）
に
伴
う
龍
郷
町
長
選
挙
が
10

月
22
日
に
行
わ
れ
、
本
町
の
新
た
な
町
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
町
政

を
担
う
の
は
、
竹た
け
だ
や
す
の
り

田
泰
典
町
長
。
町
民
の
期
待
を
背
負
い
、
新
し
い

龍
郷
町
へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

　

竹
田
町
長
は
５
日
間
の
選
挙
戦
で
「
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
」

を
重
視
し
た
町
政
の
推
進
と
一
人
一
人
に
会
う
姿
勢
が
町
民
の
心
を

つ
か
み
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

竹
田
町
長
は
11
月
10
日
午
前
９
時
に
町
役
場
へ
初
登
庁
。そ
の
後
、

り
ゅ
う
が
く
館
で
就
任
式
を
行
い
、
町
職
員
の
ほ
か
、
多
く
の
支
持

者
が
見
守
る
な
か
、
新
町
長
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
議
会
で
は
、
新
た
な
副
町

長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
議
会
の
同
意
を
経
て
奄
美
市
役
所
市
民
部
長

な
ど
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
則の
り
と
し
み
つ

敏
光
副
町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
就
任
あ
い
さ
つ
】
（
要
約
）

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
に
よ

り
、
当
選
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

心
か
ら
の
感
謝
の
想
い

と
責
任
に
対
し
て
身
の
引

き
締
ま
る
想
い
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
の
運
営
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、「
目

配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
」

を
基
本
と
し
て
、
町
民
の

皆
様
と
の
対
話
・
協
働
・

共
同
参
画
に
よ
る
公
平
・

公
正
な
町
政
運
営
の
推
進

に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
総
合
振
興
計
画

に
も
と
づ
き
計
画
行
政
を

推
し
進
め
て
参
り
ま
す

が
、
そ
の
ま
ま
継
続
す
べ

き
も
の
、
計
画
内
容
を
見

直
し
な
が
ら
進
め
る
も
の

等
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
温
か
い

見
守
り
と
期
待
を
そ
ぐ
こ

と
な
い
よ
う
、
龍
郷
町
を

愛
す
る
気
持
ち
と
自
ら
立

て
た
志
を
元
に
、
職
員
と

も
ど
も
課
題
の
解
決
に
知

恵
を
出
し
、
着

実
に
事
業
を
進

め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す

　

私
は
、
今
回

の
選
挙
に
臨
む

に
あ
た
り
、「
町

民
と
膝
を
交
え

て
語
ら
い
」【
安

心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
】、【
暮

ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
】、

【
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く

り
】、【
真
に
た

つ
ご
う
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
】

以
上
４
つ
の
公
約
と
、
龍
郷
町

の
独
特
の
自
然
・
景
観
・
歴

史
・
文
化
を
大
切
に
し
て
、
少

子
・
高
齢
化
に
即
応
し
た
、
具

体
的
施
策
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
又
、
奄
美
は
、
国
立
公

園
指
定
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
西

町民から花束を受け取る竹田町長

新
た
な
龍
郷
町
へ　

竹
田
町
長
就
任

就任を祝い多くの町民が駆けつけました
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郷
ど
ん
」
放
映
予
定
な
ど
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
交
流
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
追

い
風
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
に
際
し
ま
し
て
は
、

私
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
を
は
じ
め
議
会
・
職
員
等
の
皆
様

の
意
見
を
十
分
お
伺
い
し
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
冒
頭
申
し
上
げ
た
対
話
と
信

頼
関
係
を
も
と
に
協
働
を
進
め
、
私
、
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
職
員
と
一
丸
と
な
り
、「
住

ん
で
い
る
人
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
住
み
続

け
る
龍
郷
町
」、「
訪
れ
る
人
が
住
み
た
く
な

る
龍
郷
町
」
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し

て
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
の
今
後
益
々
の

ご
健
勝
と
更
な
る
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
私
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【町長プロフィール】

昭和 46 年　3月　鹿児島県立大島工業高校卒業

昭和 47 年　5月　龍郷町役場入庁

平成 15 年　1月　総務課長

平成 21 年 11 月　龍郷町副町長就任

平成 25 年 11 月　龍郷町副町長退任

平成 29 年 10 月 22 日執行の龍郷町長選挙に初当選

【任期】　平成 29 年 11 月 10 日

　　　　　　　　　～平成 33 年 11 月 9 日

【副町長プロフィール】

昭和 49 年　3月　鹿児島県立大島高等学校卒業

昭和 55 年　3月　中央大学　経済学部卒業

昭和 56 年　3月　旧名瀬市役所に採用

平成 17 年　4月　旧名瀬市　総務部　財政課長

平成 24 年　4月　奄美群島広域事務組合事務局長

平成 27 年　4月　奄美市　市民部長

平成 28 年　3月　奄美市　退職

平成 29 年 11 月 17 日の臨時議会で選任

【趣味】　囲碁

【座右の銘】　真実一路

【趣味】　トレッキング

【座右の銘】　臥薪嘗胆

竹田 泰典 町長

則 敏光 副町長

当選証書の付与式決意を述べた就任あいさつ
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　大相撲９月場所後に現役を引退した元十両若乃島

の再田史也さんが 10 月 24 日に龍郷町へ化粧まわし

と明荷（あけに）を贈りました。再田さんは「15

歳から相撲界に入り、17 年間色々なことがあった

が、頑張れたのは島の人々のおかげ。これからは社

会人として成長し、恩返ししたい」。と語りました。

化粧まわしと明荷はりゅうゆう館に展示予定です。

大相撲元十両若乃島

龍郷町へ化粧まわし寄贈

寄贈された化粧まわしと明荷

Tatsugo  Town  Topics

～最近の「まちの話題」～
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題を紹介し

ます。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

▲

　10 月 25 日に奄美市太陽が丘総合体育館で第３回

大島ブロックシルバースポーツ大会が行われまし

た。龍郷町は総合 4位。競技別では輪投げとグラン

ドゴルフで１位と元気ハツラツなシニアパワーを発

揮しました。大会には奄美大島の５市町村から８

チームが集まり、応援席からのチヂン太鼓の音や賑

やかな声援を受けて、熱戦を繰り広げました。

第３回大島ブロック
シルバースポーツ大会開催

▲

22 本を入れ１位を獲得した「輪投げ」

　11 月２日に鹿児島県庁で地域の文化財保護に貢

献した団体・個人を表彰する「２０１７年度鹿児島

県文化財功労者」として、龍郷町から秋名ヒラセマ

ンカイ保存会が選ばれ、会長の窪田圭喜さんが７日

に受賞の報告のため龍郷町役場を訪れました。「受

賞は保存会だけでなく集落や関係者の皆さんのおか

げ。今後もしっかりと頑張ります。」と語りました。

秋名ヒラセマンカイ保存会

県文化財功労者表彰

受賞報告に訪れた窪田会長

▲

龍郷町の人口
平成 29 年 10 月末現在

世帯数

人　口

男

女

前月比

3,044

6,044

2,926

3,118

　+8

　+16

　+15

　+1
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　龍郷町消防団ＦＲ（ファーストレスポンダー）隊

の活動が評価され、隊長の山田良平さんと副隊長の

福原尋さんが 11 月 10 日、11 日の２日間、青森県

八戸市で開催された第 24 回日本航空医療学会にお

いてＦＲ隊の活動成果などについて発表を行いまし

た。

　同学会はドクターヘリ、自衛隊、海上保安などに

よる傷病者の診療と搬送に関する学術会議であり、

龍郷町消防団ＦＲ隊

航空医療学会で活動成果発表

会場前にて。山田隊長（左）福原副隊長（右）

▲

　11 月７日にりゅうゆう館で第 40 回龍郷町中学校

弁論・英語暗唱大会が行われました。大会の結果は

最優秀賞に英語暗唱の部で龍北中２年 隈元 莉緒奈

さん、弁論の部で龍南中３年 箕輪 千里さんが選ば

れました。最優秀賞の二人は 12 月 13 日に大和村で

行われる「日本復帰記念第 34 回地区中学校弁論・

英語暗唱大会」に町代表として出場します。

　11 月 18 日にりゅうゆう館で有志団体や小中学校

等による音楽イベント「龍音祭」が行われました。

今回は町内外から 12 団体・個人で約１６０名が出

演。混声合唱や太鼓など幅広い音楽が奏でられ、最

後はソブラノ歌手の萩原かおりさんが西郷隆盛の島

妻、愛加那の生涯を歌と語りでつづる「歌物語　愛

加那」を披露。会場は拍手喝采に包まれました。

第 40 回龍郷町中学校
弁論・英語暗唱大会

音楽はみんなの友達
第 14 回龍音祭開催

弁論・英語暗唱大会の様子

大島紬を着用し熱唱する萩原さん

▲
▲

消防や医療機関、航空会社、自衛隊、行政などの関係者が多数参加しますが、消防団による活動

発表は全国でも初めて。発表ではドクターヘリが飛来する場合の離着陸場の安全管理や救急救命

活動の迅速化について解説があり、龍郷町と同じくへき地を抱える地域の関係者を中心に参加者

から注目を浴びました。

　龍郷町ＦＲ隊に携わる龍郷消防分署救急係の職員は「奄美ドクターヘリが加わることで多職種

による連携活動（通称「FAD 連携」）が実施され、枠を超えたチーム奄美としての組織力が高く

評価されたのではないか」。と語りました。

　龍郷町消防団ＦＲ隊は奄美群島初のＦＲ隊として平成 28 年１月に発足し、現在 40 名の隊員が

活動しています。発表を行った山田良平さんは「今回の件は非常に有意義な経験であり、今後も

日々訓練し、関係機関との連携を強めていきたい」。と語りました。
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　11 月 12 日に第 52 回龍郷町駅伝競走大会が龍郷

マラソン公認コースでありました。当日はりゅうが

く館に宿泊していた国分駐屯地陸上自衛隊の皆さん

もオープン参加し大会を盛り上げました。選手は向

かい風にも負けず校区の誇りを賭け激戦を繰り広げ

ました。

大会成績は以下のとおり。（敬称略）

大勝校区総合優勝
第 52 回龍郷町駅伝競走大会

総合優勝の大勝 Aチーム

Bクラス優勝大勝 Bチーム

沿道から選手へ賑やかな応援が響く

大会を盛り上げた陸上自衛隊の皆さん↑→

▲

2 時間 13 分 44 秒

2 時間 15 分 13 秒

2 時間 23 分 18 秒

2 時間 24 分 41 秒

2 時間 26 分 24 秒

2 時間 29 分 56 秒

【Ａクラス】<優勝 >大勝Ａ

　　　　　 < ２位 >赤徳Ａ

　　　　　 < ３位 >戸口

【Ｂクラス】<優勝 >大勝Ｂ

　　　　　 < ２位 >龍郷

　　　　　 < ３位 >大勝Ｃ

【躍進賞】秋名

勝山　康生

實川　結子

川畑　弥希

竹山　太陽

森　ほのか

迫地　政明

中村　雄大

田中　颯芽

蘇　光陽

竹下　則博

大郷　良祐 

09 分 18 秒

04 分 04 秒

06 分 42 秒

13 分 28 秒

09 分 33 秒

09 分 51 秒

13 分 37 秒

06 分 06 秒

19 分 06 秒

19 分 58 秒

16 分 31 秒

（2.8 ㌔）

（1.1 ㌔）

（1.8 ㌔）

（3.8 ㌔）

（2.5 ㌔）

（2.7 ㌔）

（3.6 ㌔）

（1.6 ㌔）

（5.2 ㌔）

（5.6 ㌔）

（3.9 ㌔）

<１区 >

< ２区 >

< ３区 >

< ４区 >

< ５区 >

< ６区 >

< ７区 >

< ８区 >

< ９区 >

<10 区 >

<11 区 >

【区間賞】

【優良競技者】

<25 回出場 >藤木　利春　

<10 回出場 >大郷　良祐、竹田　剣治、蘇　光陽

<５回出場 >勝山　康生、下田　岬平、梅村　典利



7　広報たつごう

▲

　

龍
郷
町
４
大
行
事
の
一

つ
、
第
58
回
龍
郷
町
民
体

育
大
会
が
町
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
校
区
・
集
落
の
代

表
が
各
種
目
で
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
た
結
果
。
赤

徳
校
区
が
総
合
と
男
子
の

部
で
優
勝
。
女
子
の
部
は

大
勝
校
区
が
制
し
ま
し

た
。
躍
進
賞
に
は
戸
口
校

区
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
に
よ
り

開
催
も
危
ぶ
ま
れ
、
大
会

は
雨
に
よ
り
一
度
中
断
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

無
事
に
全
て
の
競
技
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
の
ほ
か
、
各
校
区

の
応
援
団
、
保
育
園
児
の

ダ
ン
ス
や
町
地
域
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
に
よ
る
マ

ス
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▼
総
合
の
部

　
　

優
勝　

赤
徳
校
区　

１
８
３
点

　
　

２
位　

大
勝
校
区　

１
７
７
点

　
　

３
位　

戸
口
校
区　

１
６
５
点

▼
男
子
の
部

　
　

優
勝　

赤
徳
校
区　

１
０
３
点

　
　

２
位　

大
勝
校
区　
　

95
点

　
　

３
位　

戸
口
校
区　
　

78
点

▼
女
子
の
部

　
　

優
勝　

大
勝
校
区　
　

45
点

　
　

２
位　

赤
徳
校
区　
　

44
点

　
　

３
位　

戸
口
校
区　
　

37
点

▼
集
落
の
部
Ａ
パ
ー
ト

　
　

優
勝　

芦
徳
集
落　
　

50
点

　
　

２
位　

赤
尾
木
集
落　

50
点

　
　

３
位　

円
集
落　
　
　

43
点

▼
集
落
の
部
Ｂ
パ
ー
ト

　
　

優
勝　

手
広
集
落　
　

48
点

　
　

２
位　

大
勝
集
落　
　

46
点

　
　

３
位　

中
戸
口
集
落　

43
点

▼
躍
進
賞　

戸
口
校
区　

＋
23
点

　

赤徳校区総合優勝
第 58 回町民体育大会

選 手 宣 誓：龍 郷

優 勝 し た 赤 徳 校 区
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　 平成２８年度

龍郷町一般会計決算の状況
（地方財政状況調査資料より ‐ 総務課）

○平成 28 年度歳入

歳出決算規模

　平成 28 年度の

歳入歳出決算規模

は、前年度と比較

して歳入 4 億 5 千

7 百万円、歳出 4

億 6 千 2 百万円そ

れぞれ増額となり

ました。

　これは、前年度

の繰越事業等によ

る投資的経費等の

増額が影響してい

ると考えられます。

※地方債

　自治体が借金を

する行為または借

金そのものを指し

ます。自治体の予

算では、その年度

に使うお金はその

年度に得る収入（町

税や地方交付税な

ど）で賄うことに

なっていますが、

それでは多額の費

用がかかる事業を

行うことは困難な

ため、その財源不

足を補う手段とし

て自治体がお金を

借り入れる「起債」

という制度があり

ます。
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※義務的経費

　必ず支出しな

ければならない

経費、または容

易に減らすこと

が出来ない経費

をいい、人件費・

扶助費・公債費

（その年度の借

金の返済金）が

これにあたりま

す。

※職員数

　 正 職 員 総 数

（特別会計や一

部事務組合への

派遣職員も含ん

でいます。）

※投資的経費

　 普 通 建 設 事

業・ 災 害 普 及

事 業 の 総 体 を

いい、主に公共

事業などの社会

資本整備のため

の建設事業費を

指します。地域

経済の活性化に

は必要な経費で

すが、投資的事

業に依存し、財

源不足を補うた

め安易に地方債 

（借金）を増発す

れば、将来的に

財政圧迫の原因

ともなります。

・H２０補助事業の増は、特定公共賃貸住宅建設費が主な要因

・H２１補助事業の増は、地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H２２補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H２４補助事業の増は、小学校・屋内運動場の改修事業が主な要因

・H２５災害復旧事業の減は、奄美豪雨災害復旧事業の完了が主な要因

・H２６補助事業の増は、小・中学校屋内運動場の改修事業が主な要因

・H２８補助事業の増は、都市再生整備事業（りゅうがく館建設）が主な要因
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お

知

ら

せ

案

内

板

①

　

　

　

　

　

「
ナ
ス
ミ
バ
エ
」
の

侵
入
防
止
に
ご
協
力
を

　

本
年
度
、
県
が
実
施
し
た
調
査
に
お

い
て
、
ナ
ス
ミ
バ
エ
が
徳
之
島
、 

沖
永

良
部
島
、
与
論
島
に
侵
入
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ナ
ス
ミ
バ
エ
に

つ
い
て
は
、
植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
寄

主
植
物
（
ト
ウ
ガ
ラ
シ
類
、
ナ
ス
、
ト

マ
ト
な
ど
） 

の
移
動
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
次
の

点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
侵
入
地
域
（
沖
縄
県
の
一
部
や
徳

之
島
以
南
の
地
域)

か
ら
ト
ウ
ガ
ラ
シ

類
や
ナ
ス
ミ
バ
エ
の
付
着
し
て
い
る
寄

主
植
物
の
果
実
な
ど
を
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

　

②
ナ
ス
ミ
バ
エ
と
思
わ
れ
る
虫
や
、

寄
生
が
疑
わ
れ
る
果
実
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
市
町
村
役
場
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ナ
ス
ミ
バ

エ
の
寄
生
が
疑
わ
れ
る
寄
主
植
物
の
果

実
は
、
速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

る
等
密
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
ス
ミ
バ
エ
は
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

よ
く
似
て
い
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
類
、
ナ
ス
、

ト
マ
ト
な
ど
の
果
実
に
卵
を
産
み
、
卵

か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
が
果
実
を
食
害
し

ま
す
。
な
お
、
通
常
の
防
除
を
行
っ
て

い
れ
ば
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
４

　

大
島
支
庁
農
政
普
及
課

☎
０
９
９
７-
52-

０
２
９
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
に

お
い
て
、
行
政
手
続
の
効
率
性
・
透
明

性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
場

合

　

所
得
税
申
告
書
等
に
つ
い
て
は
、
税

務
署
へ
提
出
す
る
都
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
（e-Tax

で

送
信
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

又
は
写
し
の
提
出
が
不
要
で
す
。）。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

　

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

例
２　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、

公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど　

▼
法
人
番
号
の
場
合

法
人
税
申
告
書
等
に
つ
い
て
は
、
税
務

署
へ
提
出
す
る
都
度
、
法
人
番
号
の
記

載
が
必
要
で
す
。

※
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
。

　

国
税
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す

る
情
報
や
法
人
番
号
の
最
新
情
報
に
つ

い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
【
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
】」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
３

人
権
週
間
に
つ
い
て

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。
人
権
週
間
は
、
昭
和
23

年
12
月
10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年

で
69
周
年
を
迎
え
、
全
国
各
地
で
人
権

に
関
す
る
各
種
の
啓
発
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
こ
の
期
間
中
、
広
報
車

に
よ
る
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
を
実
施

致
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
‐
２
９
６
‐
２
５
７
４

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

第
69
回
人
権
週
間
（
12
月
４
～
10
日
）

に
あ
わ
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
29
年
12
月
７
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
⇒
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▼
開
設
場
所　

り
ゅ
う
が
く
館
１
階

【
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

　
　

平　

久
美
／
重
村　

洋
一

　
　

岡
山　

和
子

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
７

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
12
月
16
日
は
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
、
「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
国
民
の
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け

て
、
北
朝
鮮
に
よ
り
多
く
の
日
本
人
が

拉
致
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
17
名
が
政

府
に
よ
っ
て
拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
認
定

し
た
被
害
者
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特

定
失
踪
者
等
の
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の

　

　

　

　

　

　

　

　

可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
た
ち
が
い

ま
す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
、
市
川
修
一

さ
ん
と
増
元
る
み
子
さ
ん
が
拉
致
被
害

者
と
し
て
認
定
さ
れ
、
現
在
も
家
族
の

方
々
は
速
や
か
な
帰
国
を
求
め
て
日
々

活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

年
金
請
求
の
手
続
漏
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に
必

要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、
平

成
29
年
８
月
１
日
よ
り
、
「
25
年
」
か

ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
黄
色

の
封
筒
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

請
求
手
続
が
お
済
み
で
な
い
方
、
ま
た
、

封
筒
は
来
て
い
な
い
け
れ
ど
ご
自
分
の

受
給
資
格
期
間
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た

い
と
い
う
方
は
、
ご
予
約
の
上
、
年
金

事
務
所
に
て
手
続
を
行
っ
て
い
た
だ
く

か
、
役
場
町
民
税
務
課
年
金
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５

　

龍
郷
町
役
場　

町
民
税
務
課
年
金
係

　

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
７

12
月
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
の
方

に
つ
い
て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
要
電
話
予
約
（
先
着
順
）

･

７
日
（
木
）
鈴
木 

穂
人 

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

14
日
（
木
）
早
瀬 

弥
恵 

弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
）

･

21
日
（
木
）
小
山
内 

友
和 

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

奄
美
市
役
所

　
　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

開
発
基
金
の
融
資
制
度
に
つ
い
て

　

開
発
基
金
と
は
、
奄
美
群
島
の
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
第
１
次
産
業
か

ら
第
３
次
産
業
の
方
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
に
携
わ
る
皆
さ
ま
を
金
融
面
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

▼
融
資
業
務

　

奄
美
の
特
性
に
即
し
た
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
に
、
開
発
基
金
が
直
接
融
資

い
た
し
ま
す
。

▼
保
証
業
務

　

事
業
者
の
方
が
、
金
融
機
関
か
ら
借

入
を
さ
れ
る
際
に
、
開
発
基
金
が
信
用

保
証
を
行
い
ま
す
。

▼
融
資
利
率
（
Ｈ
29
年
10
月
16
日
現
在
）

年
０
．
30
％
～
年
２
．
76
％

▼
融
資
期
間

最
高
20
年
（
一
部
措
置
あ
り
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　

奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

☎
０
９
９
７-

52-

４
５
１
１

陽
子
線
に
よ
る
が
ん
治
療
費

の
利
子
補
給
制
度

 
 

県
で
は
、
県
民
が
陽
子
線
に
よ
る
が

ん
治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備
す

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②
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次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
⇒

る
た
め
、
指
宿
市
に
あ
る
メ
デ
ィ
ポ
リ

ス
国
際
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
陽
子
線
治
療
を
受
け
る
患
者
本
人

や
家
族
等
が
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
利
子
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

 

○
対
象
借
入
金

　

銀
行
等
か
ら
の
借
入
金
の
う
ち
陽
子

線
治
療
料
相
当
額

　

た
だ
し
、
２
，
８
８
３
千
円
が
限
度

額
と
な
り
ま
す
。

○
利
子
補
給
率

　

・
年
利
率(

６
％
以
内)

の
100
％

･
･
･
･
･

非
課
税
世
帯(

住
民
税)

　

・
年
利
率(

６
％
以
内)

の
50
％

･
･
･
･
･
･

世
帯
全
員
の
課
税
総
所
得
金

額
が
６
０
０
万
円
未
満

○
利
子
補
給
期
間
…
５
年
を
限
度

※
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

(
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
k
a
g
o
s
h
i
m
a
.

j
p
/
a
e
0
3
/
k
e
n
k
o
-
f
u
k
u
s
h
i
/
k
e
n
k
o
-

i
r
y
o
/
s
e
i
k
a
t
u
s
y
u
k
a
n
/
c
a
n
c
e
r
/

r
y
u
u
s
i
s
e
n
n
.
h
t
m
l
)

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
域
医
療
整
備
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
６
９
３

あ
な
た
の
飼
い
猫 

不
妊
化
手
術
は
お
済
で
す
か
？

　

飼
い
猫
を
外
で
放
し
飼
い
す
る
場
合

は
、
避
妊･

去
勢
手
術
を
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

 

『
龍
郷
町
飼
い
猫
の
適
正
な
飼
養
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
第
４
条
第
５

項
）
』
よ
り
、 

平
成
30
年
１
月
１
日
か

ら
、 

違
反
し
た
場
合
は
５
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

ま
だ
不
妊
化
手
術
を
行
っ
て
い
な
い
飼

い
猫
は
、
ぜ
ひ
！ 

『
飼
い
猫
の
避
妊
去

勢
手
術
支
援
事
業
』
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
！ 

■
申
込
み
対
象
…
龍
郷
町
民
の
方
で
、

飼
い
猫
登
録
さ
れ
て
い
る
猫

■
対
象
…
お
お
よ
そ
生
後
６
ヵ
月
以
上

の
飼
い
猫

■
必
要
な
も
の
…
印
鑑

■
助
成
額
…
オ
ス　
　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

メ
ス　

１
０
，
０
０
０
円

■
残
り
受
付
頭
数
が
わ
ず
か
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

 

▼
問
い
合
せ
・
申
込
み
先

　

龍
郷
町
役
場　

生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
５ 

ス
ピ
ー
ド
健
診
の
お
知
ら
せ

　

龍
郷
町
で
は
、
お
仕
事
さ
れ
て
い
る

方
を
優
先
受
付
し
、
以
下
の
日
程
で
ス

ピ
ー
ド
健
診
を
行
い
ま
す
。
受
付
か
ら

受
診
終
了
ま
で
25
分
以
内
で
行
え
ま
す

の
で
、
忙
し
く
受
診
で
き
な
い
方
も
、

お
仕
事
を
休
む
こ
と
な
く
受
信
で
き
ま

す
。
今
年
度
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
お
見

逃
し
な
く
。

▼
健
診
内
容
に
つ
い
て

　

〇
問
診
《
食
生
活
・
運
動
習
慣
・
喫

煙
歴
な
ど
》
〇
尿
検
査
〇
心
電
図

　

〇
身
体
計
測
《
身
長
・
体
重
・
肥
満

度
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
・
腹
囲
》
〇
診
察
〇
血

圧
測
定
〇
血
液
検
査
《
血
糖
検
査
・
脂

質
検
査
・
肝
機
能
検
査
》

オ
プ
シ
ョ
ン
…
●
大
腸
が
ん
検
診
●
前

立
腺
が
ん
検
診
●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

▼
受
診
会
場
・
日
程

・
12
月
11
日
（
月
）  

 
 
 
 
 

浦
生
活
館

・
12
月
12
日
（
火
）  

 

赤
尾
木
公
民
館

・
12
月
13
日
（
水
） 
安
木
屋
場
公
民
館

い
ず
れ
も
午
前
７
時
～
午
前
８
時

▼
健
診
の
種
類
と
料
金
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※　家電リサイクル法により、テレビ、エアコン、洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫は

回収しないので、ごみステーションには出さないでください。不要となった場合は、消費者

が料金を支払い、小売店などに資源として引き取ってもらうことになっています。

12
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

各
集
落
公
民
館
で
午
後
２
時
よ
り
開

催
。

※
21
日
の
中
勝
は
正
午
よ
り
開
始

▼
楽
ら
く
体
操
教
室

龍
郷　

毎
週
木
曜　

午
前
10
時	

秋
名
・
幾
里　

毎
週
木
曜　

午
後
２
時

上
戸
口　

毎
週
火
曜　

午
後
２
時

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

③

　

　

　

　

　

▼
対
象
者

　

〇
特
定
健
診

　
　
　

40
～
74
歳
国
保
加
入
者

（
社
保
扶
養
者
含
む
）

　

〇
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診

　
　
　

40
歳
以
上
の
町
民

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４
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香 

典 

返 

し 

お 

礼

広 

報 

送 

付 

お 

礼

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（金）
 でぃでぃクラブ 13：00 ～

どぅくさぁや館
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～

3（日）  わきゃしまどぅくさネットむんばなしのゆらい 13：30 ～ りゅうゆう館

4（月）  保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～

どぅくさぁや館5（火）  3 歳児健診 13：00 ～

8（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～

 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

11（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～

どぅくさぁや館14（木） 乳児健診 12：30 ～

15（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～

 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

17（日） 第 47 回龍郷町ロードレース大会 8：00 ～ 奄美信用組合竜郷支店前

18（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

19（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区

20（水） お腹すっきり運動教室 19：30 ～
どぅくさぁや館

22（金）
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～

 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

１２月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

【
10
月
届
出
】

寳
園　

竜た
つ
の
す
け

ノ
介

松
岡　

憲け
ん
た汰

松
岡　

陽ひ
な
み

菜
実

池
山　

鈴す
ず
な



夏

　

（
敬
称
略
）

大
勝

浦浦龍
郷

保
護
者
名

純
一

宏
満

宏
満

勝
徳

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
10
月
届
出
】

岩
井　

シ
ヅ
エ

大
野　

ツ
ヨ
コ

石
﨑　

志
津

泉　
　

キ
ヨ
子

久
保　

憲
生

久
保　

妙
子

重
田　

繁

濱
田　

カ
ツ
子

重
山　

キ
ク
ヘ

（
87
）

（
73
）

（
84
）

（
85
）

（
83
）

（
94
）

（
69
）

（
80
）

（
95
） 　

　
　

（
敬
称
略
）

嘉
渡
（
龍
郷
の
里
）

中
勝

瀬
留

浦
（
愛
寿
園
）

玉
里

浦秋
名

玉
里

秋
名

・
重
田
美
咲
さ
ん
（
故
重
田
繁
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
秋
名
稲
葉
会

幾
里
集
落
、
幾
里
稲
穂
会

・
重
山
治
さ
ん
（
故
重
山
キ
ク
ヘ
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
秋
名
稲
葉
会

幾
里
集
落
、
幾
里
稲
穂
会
、
愛
寿
園

・
森
田
啓
子
さ
ん
（
故
森
田
吉
臣
さ
ん
）

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
沖
縄
県
の
内
山
君
代
さ
ん

・
久
保
千
恵
子
さ
ん
（
故
久
保
妙
子
さ
ん
）

浦
老
人
ク
ラ
ブ

【
愛
寿
園
】

・
泉
雅
哉
さ
ん
（
故
泉
キ
ヨ
子
さ
ん
）

・
福
田
高
吉
さ
ん
（
故
平
シ
ゲ
子
さ
ん
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
大
野
福
秋
さ
ん
（
故
大
野
ツ
ヨ
コ
さ
ん
）

・
大
瀬
さ
つ
き
さ
ん（
故
大
瀬
ヨ
ネ
子
さ
ん
）

・
久
保
絹
代
さ
ん
（
故
久
保
憲
生
さ
ん
）



広報たつごう　16

電
話

：
0
9
9
7
-
6
2
-
3
1
1
1
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0
9
9
7
-
6
2
-
2
5
3
5

発
行

/
龍

郷
町

役
場

　
編

集
/

企
画

観
光

課
課

 

〒
8
9
4
-
0
1
9
2
　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
1
1
0

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
h
ttp:/

/
w

w
w

.to
w

n
.tatsu

go
.lg.jp

【
E
-
M

ail】
in

fo
@

to
w

n
.tatsu

go
.lg.jp

1
1

O
c
to

be
r

2
0
1
7

あさの　　 けいた

Ｈ 28. 10. 27　生
父 竜輔 / 母 祥子  大勝

朝野　恵太 くん
いしはら　  だんく

Ｈ 28. 11. 1　生
父 豊 / 母 翠  手広

石原　暖久 くん

まつもと　 そうすけ

Ｈ 28. 11. 8　生
父 雄大 / 母 知奈美  浦

松元　颯佑 くん
おきしま　　みれい

Ｈ 28. 11. 16　生
父 諒一 / 母 優紀  中勝

沖島　光玲 ちゃん
めぐみ　  りく

Ｈ 28. 11. 27　生
父 修作 / 母 奈津子  瀬留

恵　理久 くん

満一歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　龍郷町の皆様はじめまして。10 月から地域おこし協力隊に着任

しました、新井奈緒子（あらいなおこ）です。埼玉県久喜市の出身で、

こちらに来るまではエステや医療に携わる仕事をしていました。海なし県で生

まれ育ったためか、海への憧れは人一倍大きく、趣味のダイビングを通して龍

郷の海の素晴らしさを実感し、また、町の人の温かさに触れ、このたび龍郷へ

の移住を決意しました。

　着任して 2 ヶ月、現在は役場の企画観光課にて

観光振興に関する業務のお手伝いをさせていただ

いております。生活に慣れ始めたばかりで、龍郷

のこともまだまだ勉強中の身ですが、これからの

出会いや経験を大切にして、旅行者と奄美・龍郷

を繋ぐ架け橋のような存在に 1 日でも早くなれた

らと思っております。どうぞよろしくお願い致し

ます。

龍郷町地域おこし協力隊コラム

協 力 隊 通 信

企 画 観 光 課 に 常 駐 し て い ま す 。


